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Camera News
      カメラニュース

地域の公園をきれいに使いたい　緑を増やしたい
              　～ 2 団体が公園の里親に～

　

３
月
８
日
と
25
日
、
市
内
2
団

体
が
公
園
の
里
親
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
公
園
里
親
制
度
は
、
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
公
園
の
清
掃
や

緑
化
作
業
な
ど
を
行
い
、
親
代
わ

り
に
な
っ
た
気
持
ち
で
公
園
を
管

理
す
る
制
度
で
す
。　

　

３
月
８
日
、
バ
ン
ブ
ー
公
園
の

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
里
親
に
、
中

央
幼
稚
園
や
千
本
桜
植
え
る
会
な

ど
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
す
る
地

域
団
体
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
、
認
定
式
当
日
に
、

園
児
が
花
の
植
え
方
を
教
わ
り
な

が
ら
、
花
壇
を
作
り
ま
し
た
。

 

園
長
の
鴨
宮
錦
さ
ん
は
、

　

「
花
壇
へ
の
水
や
り
な
ど
を
通

し
て
、
園
児
が
や
さ
し
い
心
を
育

ん
で
く
れ
れ
ば
。
」

雛人形が彩る町並み
～たけはら町並み雛めぐり～

と
活
動
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
園
児
の
宮
本
航
く
ん
は
、

　

「
花
を
植
え
て
楽
し
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
水
や
り
を
し
た
い
。
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 
 

３
月
25
日
に
は
、
忠
海
中
町
の 

内
掘
公
園
の
里
親
と
し
て
「
芝
生

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
た
だ
の
う
み
」
の

認
定
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
で
構
成
す
る
芝
生

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
た
だ
の
う
み
は
、

公
園
の
芝
生
化
に
お
い
て
、
精
力

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
代

表
を
務
め
る
北
方
雅
之
さ
ん
は
、

　

「
子
ど
も
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
公
園
に
、
そ
し
て
、
高
齢
者

が
安
ら
げ
る
公
園
に
し
て
い
き
た

い
。
」

と
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
の
ぞ
か

せ
ま
し
た
。

　

2
月
11
日
～
3
月
21
日
、
た
け

は
ら
町
並
み
雛
め
ぐ
り
が
開
催
さ

れ
、
町
並
み
保
存
地
区
内
の
施
設

で
、
様
々
な
年
代
の
雛
人
形
が
飾

ら
れ
た
他
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
雛
め
ぐ
り
で
は
、
初
め

て
の
試
み
と
し
て
、
期
間
中
、
た

け
は
ら
か
ぐ
や
姫
と
観
光
ガ
イ
ド

に
よ
る
町
並
み
ガ
イ
ド
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

無
料
で
町
並
み
保
存
地
区
や
雛

人
形
に
つ
い
て
丁
寧
に
ガ
イ
ド
し

て
も
ら
え
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
市

内
の
家
族
連
れ
や
観
光
客
な
ど
、

毎
回
約
30
人
が
参
加
し
、
興
味
深

く
ガ
イ
ド
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
町

並
み
保
存
地
区
を
歩
く
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
月
27
日
に
は
、
昨
年

に
続
き
2
回
目
の
開
催
と
な
る
子

ど
も
雛
め
ぐ
り
が
行
わ
れ
、
約
30

人
の
子
ど
も
が
華
や
か
な
着
物
に

身
を
包
み
、
観
光
客
や
保
護
者
の

み
な
さ
ん
、
地
域
の
人
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
町
並
み
保
存
地
区
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。

　

「
ひ
な
ま
つ
り
の
歌
」
が
流
れ

る
と
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
「
灯

り
を
つ
け
ま
し
ょ
ぼ
ん
ぼ
り
に

～
」
と
可
愛
ら
し
く
歌
っ
て
い
ま

し
た
。

　

保
護
者
の
み
な
さ
ん
も
子
ど
も

た
ち
の
晴
れ
姿
に
満
面
の
笑
顔
で

し
た
。
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 ３月８日、竹原小学校で、5 年生の児

童が消防団第 6分団の女性 5人から防災

について学びました。

　児童は分かりやすく工夫された人形劇

から「自助・公助・共助」について学び、

また、火災に遭遇した際、身を守るため

に必要な行動を覚えました。

　５年生の中谷光輝くんは、児童を代表

して「家に帰って家族と防災の話をした

いです。ありがとうございました。」と

団員のみなさんにお礼を言いました。

　また、分団長の山登純子さんは、「小

学校での啓発活動は初めての試み。私た

ちにとっても良い勉強になりました。」

と話してくれました。

　３月 20 日、市民館で献血と障害につ

いて考えるシンポジウム「元気のおすそ

わけ」が開催されました。

　シンポジウムでは、TSS のアナウン

サーである石井百恵さんが司会を務め、

献血活動や障害支援に携わる人が意見を

交わしました。

 また、市民館前では、献血も行われ、

75 人が献血に協力しました。

 献血の多くは、病気の治療に使われて

います。みなさんの協力によって得られ

た血液が、どこかで病気と闘う人々の命

を支えているかもしれません。

　３月 31 日、JR・バス・船・

タクシーの情報を一つにまと

めた時刻表が完成しました。

４月号広報と一緒に配布して

いますので、ご活用ください。

なお、現在 JR 呉線は、震災

の影響で便数減となっていま

す。お出かけの際は、JR へ

時刻をご確認ください。

たけはら公共交通時刻表が完成！

女性消防団員から防災を学ぶ

献血と障害について考えよう

　３月 19 日、バンブー公園

のテニスコートの照明設備

が完成し、４月から夜間も

使用できるようになりまし

た。仕事帰りに運動したい、

夜しか時間が空かないとい

う人にとって使いやすいテ

ニスコートになりましたの

で、ぜひご利用ください。

夜もテニスコートを使用できます

　３月 29 日、竹原タケノ

コ料理推進協議会が竹原産

のたけのこを使用した新・

ご当地グルメ「竹原たけめ

し」を発表しました。完成

発表会では、たけめしの定

義・ルールの発表、提供店

舗による協定調印式、試食

会が行われました。

新ご当地グルメ　竹原たけめし誕生

　３月６日、竹原西小学校

グラウンドで、第２回竹原

第５地区協働のまちづくり

ネットワーク自主防災訓練が開

催されました。「訓練は積み

重ねが大切」と、住民と関

係機関合わせて約 180 人が

参加し、水防訓練や応急救

護訓練等を体験しました。

災害に備えて


